































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































III． ン　ー’・・ト 1 上の。 占
i．生Xの小一ムページ ．の　’について
一59一
計算機センター年報　Vol．17　1996
　生徒の自主性にまかせてホームページを作らせるているといっても．一応ホームページに載
せる前にフロッピーディスクで提出させチェックし，高等科のホームページに書き込んでいる
．その際．生徒が勝手によそのホームページからダウンロードしてきた画像，CDのジャケッ
トをスキャナーで読み込んだものなどは載せていない．
　ネットワーク上の著作権の問題はかなり分かりにくく指導にも苦労する．
（指導された生徒自身も著作権の問題を考えるよいきっかけになっている．）
　内容の指導はできるだけしないようにしているが，社会的な問題，歴史的な認識の問題に関
しての極端な意見に関してはストップをかけてしまう．生徒に自由に書かせ，仲間や世の中の
批判を受けることも大事だと思うのだが，学校のホームページでの発言であることなどを考え
指導している。おおげさに言えば，　「学校が研究目的に導入した計算機，ネットワークを生徒
個人の自由な発信に利用していいいのかjということになる．しかしながら，できるだけ学校
が規制を設け生徒を管理するのではなく，生徒達の問で自発的にルールが形成されるようにな
って欲しいものである．
参考
　wWW　Serverを一般ユーザに開放し、　HTML教育に用いる試みの経過報告（早稲
田大学）
htt　’　www　cf’　wEseda　ac　　　（i9，　ERS　tat．s　un”－w3－con　．　tutsu　’，　　　1
　cfiドメインにおけるWWW用HTMLドキュメント等乍　に関する一足ガイドライ
ン修正案についてのQ＆A早稲田大学）
htt　：　www．　c　’，waseda．　ac、’　　COMMON　　uide　’ne－－　a　dA－’，　t
マルチメティア者乍　情報（リットーミュージック）
t　　：　　mCI．r’　to　－　i　’C　　O．’
ii．　im上
　メイルの書き方などネットワーク上でのマナーは色々ある．生徒は互いに教えあったり，あ
るいは他の人から学んでいるようだ．しかしながら，基本的なことは一応講習会などで指導し
ていく必要がると思う．
etU0t｛n
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iii．生”に　ましくカいホームページ・ニュース　への について
w礪欝嚢と9農麗脇麦麟誤ビ宅多頻繍茗鰐騎襯箋き
れているようであるが，実際にインターネットを活用している生徒を見ていると，この問題に
関して全く心配はないと思うし，規制の必要も今のところないと考えている．
参考　アクセスを規制するようなソフト
SurfWatch　（Win／Mac）
吐　　．　wWw　su　fwatc　　C‘）
CYBERsitter（Wmdows一用）
皇　　’　www　　）w－　’st　c‘｝，　tl　．so　’　〔〕・　　・lb　　　　t
Cyber　Patro1　（Win　Mac
tt　’　　www　　ed　　　　　　　　　・
IV．全後の展望
クライアントの数の不足，カリキュラム上の問題点からも，
利用していくことになると思われる。
当分の問，有志が授業以外でインターネットを
ネットワーク環境を利用した学習用プレゼンテーションシステムとしてWWWを活用することを
研究していきたい，
ii．」匡瞳Σの漬且
現在海外の学校と電子メールあるいはホームページ上での会議室を開くことを計画中
V．最後に
一60一
高校生とインターネット
この一年，生徒達がインターネットを利用する時に見せた，
　　自らHTML言語，ソフトの操作，一部にはUl　IXやperlを学び，著作権法を調べ，またそ
れらを他の生徒に伝える．
　あるいは
　　英語の苦手な生徒が，英語の資料を読むために一生懸命辞書を引いたりしているなどの姿
は従来の授業でめったに見られないものであった，
　インターネットを利用し，その中で積極的に発信を始めようと思うことが一番大事で，後
は生徒が自然に学習していくようである．
生徒が社会に向けて発信する発言や作品をきちんと受け止めること，あるいはその手伝いをす
ることが教師の役割なのではないかと思っています．
一61一
